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　　進級おめでとうございます。いよいよ３年生になりました。１年後には高校受験を控え、かなり気を引き締めて「授業を受けよう」と決意しているのではないでしょうか？
　先生たちはわかりやすく楽しい授業を目ざしますので、君たちも発言などまちがいを気にせず積極的に授業を盛り上げ、楽しく充実した授業になるように協力してください。このプリントは、これから１年間の約束ごとを皆さんと確認するものです。

0、 クラス分け
　中学３年ともなれば、英語が得意な人とそうでない人が出てきます。そこで、３年生の英語の授業を３クラスとも同じ時間に設定してもらいました。

　実力テストの点数により、下のような３つのコースに分けて授業を行います。

・Advanced（英語の得意な人向け）：山崎先生

・Regular（普通の人向け）：副校長先生

・Basic（英語が不得意な人向け）：田中先生

　英語力の伸び具合を先生たちが相談し、コースは２学期はじめに見直しをします。

１、準備するもの　　※「５点セット」といいます
· １年〜３年の教科書：たまに１年生や２年生の教科書も使います。１・２年の教科書は置き勉ＯＫ。
· ワーク：授業中・宿題などに使います。
· 英和・和英辞典：高校に向け、単語の意味は自分で調べる習慣をつけます。

· ノート：大学ノートでかまいません。
· ファイル：授業で渡されたプリントを保存します。
２、授業中にやってほしいこと

· 先生の話を集中して聞き、ノートもきちんと取ること。ノートはたまに提出してもらい、成績に加えます。板書以外でも「へぇー」と思った説明はノートにメモしましょう。
· 進んで発言・発表をしてください。英語の世界では、日本古来の「以心伝心」は通じません。英語はもちろん、日本語でも、自分の意志をはっきり言える力を身につけて欲しいです。

· 授業で分からないことは、遠慮なく先生に質問します。「分かったつもり」で自宅に帰って宿題をしたら、「全然分かってなかった」とならないように。

３、家庭学習のやり方
· 予習として、新出単語の意味調べと本文の英文写しをします（日本語訳などを記入するため）。

· 復習として、新出文型を忘れないよう、学習した日のうちにワークをやります。解答は渡しますが、答えを書き写しただけでは何の力にもなりません。（１ページで２問しか解けなくても）自力でやり、解答を見て丸つけ（×つけ）をします。
４、成績など
· 定期テストや作品、発表などから、通知票にある４観点（①コミュニケーションに対する関心・意欲・態度、②表現の能力、③理解の能力、④言語や文化に対する知識・理解）を、Ａ（十分達成）、Ｂ（おおむね達成）、Ｃ（努力を要する）で先生が評価し、それをもとに５，４，３，２，１の評定を決めます。「ここまでできればＡ」のようになるので、がんばればその分だけ成績が上がります。５をとることは、実は全員が可能なのです。
①「コミュニケーションに対する関心・意欲・態度」は、授業中の英語を使った活動や、テストの英作文などで評価します。

②「表現の能力」は、授業中やテストで英語を話したり書いたりする力で評価します。

③「理解の能力」は、授業中やテストで英語を聞き取ったり読み取ったりする力で評価します。

④「言語や文化に対する知識・理解」は、主にテストで単語や文法、外国の文化についての知識で評価します。
· 授業中のまちがいは大歓迎。分からないことを「分かりません」と言える勇気もとても大切。たくさんまちがえ、たくさん質問するのが、外国語を学ぶときの基本です。

· 英語検定は有料ですが、力だめしとして、一生通用する貴重な資格として積極的にチャレンジしてもらいたいです。中学校卒業時の目標は、３級合格です。
